
 

国際テクニカル・アナリスト連盟会員のための情報誌 

 

 

2012年第19巻第1号 

 
目次 

 
会員の皆様への会長レポート...１ 

IFTA 会員協会ニュース................2 

IFTA 第 25 回年次大会： 

飛躍に向けた十年へ ― テクニカ

ル分析の展望. ...............................3 

2012 年度カレンダー.....................6 

祝 MFTA の新合格者..................8 

祝 CFTe の新合格者....................8 

IFTA の次回年次大会を主 

催しませんか？  

主催協会募集................................10 

投稿のお願い 2012 年度 

IFTA Journal....................................12 

2012 年度 IFTA Journal  

広告料金表.....................................14 

理事会名簿.....................................15 

IFTA Update 日程.........................15 

IFTA 会員協会...............................15 

IFTA2012スポンサー 

シップ募集........................................16 

 

 

IFTA Update 次号： 2012 年 6 月 

原稿締切： 2012年6月1日 

原稿の宛先： Linda Bernetich,  

admin@ifta.org 
『IFTA UPDATE』に掲載すれば、世界中

の7,000人以上のIFTA会員にメッセージを

届けることができます。詳細については、 

www.ifta.org/publications/newsletter 

をご覧ください。 

 

 

IFTA UPDATEは、1986年に法人

登記された非営利の職能団体、国

際テクニカル・アナリスト 

連盟（www.ifta.org）の刊行物で

す。 

 

本部 

International Federation of T 

echnical Analysts 

9707 Key West Aven ue, Suite 100 

Rockville, MD 20850, U.S.A . 

Eメール： admin@ifta.org 

電話： +1 240-404-6508 

 

会員の皆様への会長レポート 
 

IFTA 会員の皆様へ 

 

今年最初の IFTA Update をお届けします。そして 2012 年の IFTA 大会

が、10 月 11－13 日にシンガポールで開催されることを皆様にご報告い

たします。これは IFTA の第 25 回目年次大会であり、直前の 10 月 10 日

には IFTA 年次総会(AGM)が開催されます。シンガポールをまだ訪れたこ

とのない会員の方には、アジアで最も活気のある楽しい都市として心か

らお勧めできます。シンガポールは近代的な金融センター・先進的経済

国として、その経済、ビジネスのしやすさ、政治的安定性が高く評価され

ています。古くからの貿易の中心地で文化のるつぼであるシンガポール

は、一流のショッピング、エキゾチックな食事、活発なナイトライフでも有

名です。一言で言えば、シンガポールは魅力的な街です。 

世界中の多くのIFTA会

員の皆様に、10月のIFTA

大会を機にシンガポール

を体験してほしいと思いま

す。大会の詳しい情報は

今号のIFTA Updateにあり

ます。6月1日の大会委員

会に関わるすべての人

と、大会ホストのシンガポ

ール・テクニカルアナリス

ト協会(TASS)に感謝しま

す。彼らの尽力のおかげ

で、すばらしいロケーショ

ンでの有意義な大会にな 
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りそうです。 

 

IFTAのウェブサイトの強化が完了したこともお知らせします。ぜひウ

ェブサイトを訪問して、新しい機能を試してみて下さい。 
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会長レポートの続き 

 
プレゼンテーション・データ

ベースは、世界中のテクニカ

ル分析のプレゼンテーション

資料を共有するために創設さ

れました。我々はこのデータ

ベースが、すべてのIFTA会員

のための総合的で強力なテク

ニカル分析のリソースへと成

長していくことを望んでいま

す。そのために、自分の制作

したプレゼンテーションを他の

IFTA会員と共有したいとお考

えの方は、自国のIFTA会員

協会に連絡して、データベー

ス掲載のためのサポートを受

けて下さい。 

テクニカルアナリスト・デー

タベース(Qualifications 

Database)は、IFTAの認定す

るテクニカルアナリスト資格を

持つすべてのテクニカルアナ

リストの記録を提供します。こ

のデータベースの目的は、雇

用者や規制機関が個人の資

格を確認できるようにすること

で、個人も自分の記録をチェ

ックすることができます。デー

タベースの正確性と最新性を

常に維持したいと考えていま

すので、自分の資格が適切

に反映されていないと思われ

る方はIFTAアドミニストレーシ

ョンにご連絡下さい。 

講師データベースは、講

師・プレゼンターとしての仕事

を求めるIFTA会員をサポート

するために創設されました。

またIFTA会員協会が専門の

教師やスピーカーを探す際に

も役立つと思います。このデ

ータベースへの掲載を申し込

むには、IFTA会員協会の承

認を受けていることが必要に

なります。掲載を希望される

方は、自国のIFTA会員協会

とIFTAアドミニストレーション

にご連絡下さい。 

 

次号のIFTA Journalの準備

のため、論文の投稿期限が5

月31日であることを会員の皆

様に改めてお知らせするよう

編集長から要請がありまし

た。IFTA Journalは高い評価

を受けており、世界中のIFTA

会員と大学に提供されます。

編集チームは毎年、長い時間

をかけて寄せられた数多くの

論文を読み、最も優れた論文

を選んで掲載します。期限が

近付くといつも原稿が殺到し

ますので、投稿をお考えの会

員の方はできるだけ早く編集

長までお送り下さいますようお

願いします。 

IFTAの検定テクニカルアナ

リスト(CFTe)試験プログラム

は、世界中の試験センターか

ら資格を持つテクニカルアナ

リストを世に送り出していま

す。世界中に1,500人近くの

CFTe資格保持者がおり、

IFTAの試験はテクニカルアナ

リストと雇用者から高く評価さ

れています。今では6ヶ国語で

試験を受けることができ、

IFTAウェブサイトに詳しい情

報と申込書がありますので、

CFTe資格に興味のある方は

ご覧下さい。 

IFTA は最近アラブ首長国

連邦(UAE)の証券・商品委員

会(ESCA)から、CFTe レベル I

テクニカル分析トレーニング・

試験機関の設立をサポートし

てほしいとの要請を受けまし

た。そのため、ESCA（本部ド

バイ）がプログラムの授業や

教材開発を行う講師資格者を

IFTA 会員から探すお手伝い

をします。興味のある会員の

方は IFTA アドミニストレーショ

ンに連絡するとともに、 IFTA

ウェブサイトの講師データベ

ースに自分の情報を登録して

下さい。 

 

アダム・ソラブ 

IFTA 会長 

 

IFTA 会員協会ニュース 
 

AFATE（フランス）          

2012 年 2 月 16 日の AFATE

総会の後、新理事会は Robert 

Haddad 氏を理事長に選びまし

た。彼は 2007 年から副理事長

を務めており、銀行業界で 38 年

の勤務経験があります。現在、

パ リ の SBA 銀 行 （ Banque 

Libano-Française グループ）の

国債・外国為替部長。これまで

主に国際的なプライベートバン

カ ー と し て 、 パ リ で Republic 

National Bank of New York に 4

年間、ベイルートとパリでクレデ

ィ・スイス・グループに 20 年間勤

務しまし た。心理学の学位、

Banking Studies Certificate 、

CFTe 資格保持者です。 
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第 25 回年次大会 2012 年 10 月 11～13 日 

マリーナ・マンダリンホテル（シンガポール） 
 

シンガポールは記念すべき第

25 回 IFTA 大会の開催地です。 

シンガポールはダイナミックに急

成長を遂げるアジア太平洋地域

の中心に位置しています。 

 

 

中国経済は 2007 年から 2012 年にかけて、約 60%成長すると

見込まれる。新興アジア全体は 50%近い成長を遂げるであろう。

同期間、先進国経済は僅か 3%しか成長しない。世界が大きく転

換していることは、疑いようがない。 

   

 マーチン・ウルフ、フィナンシャル・タイムズ、2012 年 1 月 10 日 

 

大会のプログラムは「Riding the Dragon ～今後10年間におけ

るテクニカル分析の展望」というテーマで構成されます。現代の

テクニカル分析および関連技術は、どのように実践家をサポート

するか？我々は現在および将来の金融市場から突きつけられる

さまざまな要求に対し、いかにして最善の対応をすることができ

るか？我々はアジア太平洋地域の発展のダイナミクスについ

て、何を学ぶことができるのか？最先端の技術、投資運用手法

は何か？我々はそれらをどのように利用することができるのか？

等、将来－これからの 10 年間－に焦点を当てた、各種講演が繰

り広げられます。 
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―テクニカル分析の展望― 
 



 

 

～『飛躍に向けた十年へ』～ 

―テクニカル分析の展望― [Page 3より] 

 

大会は、最前線で活躍するスピーカー

の話を聴き、彼らに会い、互いに情報を

交換するという、年に一度のユニークな

機会をプロの実践家（およびスポンサー）

に提供します。IFTA 年次大会には、世

界、特に 31 カ国、32 の IFTA 会員協会か

ら金融プロたちが集います。 

 

大会のプレゼンテーションは、プロのテ

クニカルアナリスト、金融界で活躍するシ

ニア・マネジャー、ファンド・マネージャ

ー、アセットアロケーター、ファイナンシャ

ルプランナー、および経験豊富な上級個

人投資家を対象とするものです。 

 

シンガポールはＩＦＴＡの記念大会の開

催地として恰好の国際的（cosmopolitan）

で多文化（multi cultural）の超近代的都

市国家です。過去にシンガポールを訪れ

たことのない人、あるいはここ 10 年間訪

れていない人は、その発展とモダンな都

市構造に驚くことでしょう。 

 

最近シンガポールを訪れた人は、資産

運用の一大中心地であり、金融大国

（financial power-house）であるとともに、

すばらしい観光地であることを知っている

でしょう。 

 

シンガポールは、元々いた華僑、マレ

ー人、インド人に加え、世界中からさまざ

まな人種が集まっている真に多文化的な

都市国家です。英語が公用語であり、至

るところで使われています。シンガポール

はアジア・テイストを満喫できる国である

と同時に、世界を代表するビジネスの中

心地の 1 つです。 

 

今回の大会は、シンガポール・テクニ

カルアナリスト協会（TASS）、地元の大会

オーガナイザー、そして IFTA の共催で実

施されます。TASS 委員会は、大会を成

功に導き、皆さまのシンガポール滞在を

長く記憶に残るものとすべく尽力します。 

 

いますぐ、ご参加の計画を立てられて

はいかがでしょうか。 

 

ロバート グリッグ, CPA 

大会運営ディレクター 
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IFTA 検定テクニカルアナリスト制度(CFTe)は一

次試験と二次試験に別れています。二次試験まで

合格すると、世界的に認められたテクニカルアナリ

ストの認定資格を得ることができます。 

 

検 定 試 験 

試験では、技術的な技能だけでなく国際的な市

場に関する知識も問われます。 

 

CFTe I（一次レベル）：テクニカル分析の専門的知

識と基礎の理解などを問う多肢選択式試験で、通

常実際の経験は問いません。 

 

試験言語は、英語、フランス語、イタリア語、ドイ

ツ語、スペイン語、アラビア語。受験者は、世界中

の試験センターでIFTA 契約のコンピュータ試験サ

ービス会社 PearsonVUE による試験を1 年を通し

て受けることができます。 

 

CFTe II（二次レベル）：この試験では、分析による小

論文や答えを求める問が出されます。受験者は

様々なテクニカル分析手法を活用する際に必要な

知識および経験を問われます。特定の市場（多くは

株式市場）を例にした実際のチャートが複数出題さ

れ、受験者はファンドマネジャーのつもりで分析す

ることが求められます。二次試験の言語は、英語、

フランス語、イタリア語、ドイツ語、スペイン語。試験

は春（4 月）秋（10 月）の年二回行われます。 

 

カリキュラム 

本試験は独学者を対象としたものです。各地域

の協会は、受検を考えている方々に予備学習を行

うところもあります。シラバスと学習ガイドは、IFTA 

のHP（www.ifta.org/certifications/application）より

ダウンロードできます。 

 

登 録 

登録についてはIFTA のHP 

（http://www.ifta.org/certifications/registration）を

ご覧ください。 

 

費 用 

IFTA協会の会員は、一次試験500 米ドル、二次

試験800米ドル。非会員は、それぞれ700 米ドル、

1000 米ドルです。 

 

*追加費用（二次試験のみ） 

英語以外で受験の場合、翻訳費用 250 米ドル 

IFTA が監督する試験場所以外で受験の場合、

100 米ドル 

 

 

 



 

IFTAUPDATE 2012年 第 19巻 第 1号 



 
 

IFTAUPDATE 2012年 第 19巻 第 1号 



 

阿見 孝晃 NTAA 

青木 智 NTAA 

クリストファー・ジェームズ・ 

バンクス、ATAA 

カイル・バーンズ、ATAA 

千原 求 NTAA 

土信田 雅之 NTAA 

福島 理 NTAA 

濱崎 みどり NTAA 

Einar Hoff, STA 

石川 博明 NTAA 

金澤 洋彦 NTAA 

Maria Khokhlova, STA 

君嶋 慶彦 NTAA 

小林 由典 NTAA 

工藤 怜子 NTAA 

國井 勇治 NTAA 

トミー・ラーセン、非会員 

 

 

エド・ローソン(CFTe, MFTA)は MENA

キャピタルのパートナー兼トレーダー、そし

てリスク・マネジャーでもあります。 

2006 年 MENA キャピタル入社。リスク

管理されたテクニカル・トレーディング戦略

の実施を中心に、機関投資家・ヘッジファン

ド の 分 野 で 10 年 の 経 験 を 有 しま す 。

MENA キャピタル（本社ロンドン）は中東・

北アフリカの株式市場を専門とする投資管

理・助言会社。 

エドはファンドのリスクマネジメントとトレ

ーディングを監督するかたわら、テクニカ

ル・トレーディングにおいて広く使われてい

るドローダウン率ストップロス戦略よりも、リ

スク調整されたストップロス戦略を適用する

ことの利点を研究・検証してきました。 

MFTA 論文では、それを支持する経験

的な証拠の有無を検証するとともに、達成

できる資本収益率、リスクのリターンを最適

化する方法を探究しました。 

 

MFTA 研究論文タ

イトル：Using 

Volatility Adjusted 

Stop Losses to 

Enhance Trading 

Returns（ボラティリ

ティー調整したストッ

プロスの使用による

トレーディング・リター

ンの向上） 

 

祝 MFTA の新合格者 
 

エドワード・ローソン, STA 

 

祝 CFTe の新合格者 
 

町田 宗三 NTAA 

ベン・デービッド・モーガン、ATAA 

ウォーレン・ジェームズ・ 

マーネイン、ATAA 

中村 広明 NTAA 

中西 正行 NTAA 

笹原 勇人 NTAA 

佐藤 範明 NTAA 

関根 和啓 NTAA 

Lim Kai Jie Shawn, STA 

フェリックス・エドワード・スティー

ン・シェパード、ATAA 

神藤 将男 NTAA 

フィリップ・G・スキナー、ATAA 

高木 彰彦 NTAA 

瀧本 圭祐 NTAA 

津田 礼爾 NTAA 

鶴見 紀智也 NTAA 

矢竹 和久 NTAA 
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【 国 際 検 定 テ ク ニ カ ル ア ナ リ ス ト

（MFTA）プログラム】 
 

IFTA の国際検定テクニカルアナリスト

（MFTA）は、受験者が高度な専門性を有し

ているかどうかをテクニカル分析の専門家に

よって審査・認定するものです。 

CFTe（Certified Financial Technician）または

同等の資格保有者であれば、だれでも

MFTA に応募することができます。資格保有

者には以下が含まれます。 

 

• 日本テクニカルアナリスト協会（NTAA）から

CFTe（2 次試験合格）の認定を受けた者 

• オーストラリア・テクニカルアナリスト協会

（AATA）からテクニカル分析ディプロマ

（Dip.TA）を取得した者 

• エジプト・テクニカルアナリスト協会（ESTA）

から ESTA テクニカルアナリストプログラム

（CETA）の修了証を取得した者 

 

MFTA は独自の研究を対象としています。

テクニカル分析の世界的基準に照らして高

度なプロフェッショナリズムを証明する必要が

あります。 

上記の正式な資格は持たないもののテクニ

カルアナリストとしての他の資格や長年の経

験を有する IFTA 個人会員のために、認定委

員会では｢特例｣を設けております。学問また

は実務の面でテクニカル分析に深くかかわっ

てきた実績を持つものであれば、CFTe 保有

者でなくても MFTA への応募が認められま

す。 

以下の 3 つの条件のいずれかに該当してい

れば、MFTA への応募が可能です。 

• Certified Market Technician（CMt）の資格、

STA（テクニカルアナリスト協会）ディプロマ

など、CFTe 以外の TA の資格を持ち、か

つ、テクニカルアナリストとして 3 年以上の

経験を有すること。 

• CFA 協会認定証券アナリスト（米国証券ア

ナリスト）〈CFA〉、公認会計士（CPA）、経

営学修士（MBA）など、CFTe 以外の証券

関係の資格を持ち、かつ、テクニカルアナ

リストとして 5 年以上の経験を有すること。 

• テクニカルアナリストとして 8 年以上の経験

を有すること。 

これらの要件を満たす候補者は、「特例」と

して出願することができます。出願が認めら

れると、MFTA コースに登録し、論文の概要

を提出できます。 

 

 

日 程 
 
MFTAは以下のスケジュールで年2回（2 セッショ

ン）行なわれます。 

 

セッション 1 
「特例」出願期限    2 月 28 日 

出願、論文概要、費用支払い期限    

5 月 2 日 

論文提出期限     10 月 15 日 

 

セッション 2 
「特例」出願期限   7 月 31 日 

出願、論文概要、費用支払い期限     

10 月 2 日 

論文提出期限 翌年 3 月 15 日 

 

コース登録 
詳細と登録については、 

http://www.ifta.org/certifications/master-of-fin

ancial-technical-analysis-mfta-program/  を ご

覧ください。 

 

費 用 
IFTA 個人会員  900 米ドル 

非会員       1,100 米ドル 

 

論文の基準 
 
MFTA を修了しディプロマを取得するには、

3,000～5,000 ワードの研究論文を完成する必要

があります。この語数のほかに図表やグラフなど

を追加することができます。 

論文は以下の基準をすべて満たしていなければ

なりません。 

• 独自の研究であること。 

• 理由づけされた論理的な議論が展開され、か

つ、妥当な結論が導かれており、それを裏付

けるテスト、研究、分析が論文に含まれている

こと。 

• 実用的な研究テーマであること。 

• 世界的なテクニカル分析に知見をもたらすもの

であること。 

 



 

IFTA の次回年次大会を主催しませ

んか？  

主催協会募集 

 

IFTA は会員協会から、2013 年に

開催される第 26 回 IFTA 大会の主

催者（ホスト）となることへの「関心

表明」を募集しています。 

 

また、2014 年、2015 年、2016 年、

2017 年の大会主催への会員協会

からの「関心表明」も募集していま

す。今後は大会開催地の選考を複

数年かけて行い、平等で透明なプ

ロセスとしていく予定です。 

 

IFTA 理事会は大会ホストの選考

基準を策定中で、この中には地域

間のローテーション、IFTA 会員にと

って魅力的な場所であるかどうか、

受けられそうなローカル・サポート、

経済的成功の可能性、地元の会員

協会メンバーの過去の大会への参

加実績などが含まれます。選考基

準のほかに、IFTA 大会マニュアル

も準備中で、これは選考前の 1 年

間、候補となった会員協会と共有さ

れます。 

 

IFTA はホスト会員協会と協力し

て、年次大会に資金を提供し、大会

の契約および組織を行います。これ

によって、ホストに選ばれた会員協

会は各分野で第一級のスピーカー

を招き、テクニカル分析に関する専

門的な国際大会を開催して、協会

を世界のテクニカルアナリストのコミ

ュニティーで紹介することができま

す。 

 

大会のホストはその組織を世界

的に知らしめ、進行中の活動や協

会の維持のための収入を増やせる

可能性をもちます。大会からの余剰

金があれば、その一定割合がホス

ト協会のものとなります。 

 

背景                              
 

国際テクニカルアナリスト連盟

（IFTA）は 1986 年に法人登記された

市場分析協会や団体の国際的組織

です。この非営利組織は以下の 4 つ

の目標を有します。 

 

• 情報、データ、ビジネス慣習、各地

の慣習、およびさまざまな金融セ

ンターにおけるテクニカル分析に

関連するあらゆる事柄について、

集約化された国際交流を提供す

る。 

• 大会を通じて各協会や団体の個

人会員の知見を増やすために資

料、アイデア、そして情報のやりと

りを促進する。 

• 世界各国におけるテクニカルアナ

リスト協会の設立を促進する。 

• 世界中のテクニカルアナリストの

間で最高水準のプロフェッショナル

倫理と能力を促進する。 

 

IFTA 第 1 回年次大会は 1988 年

後半に東京で開催され、盛んな知的

交流が行なわれました。続く第 2 回

大会は、1989 年 10 月、当時英国テ

クニカルアナリスト協会（STA）の会

長を務めていた Robin Griffiths 氏を

ホストとして、その監督のもと、ロンド

ンにて開かれました。以来、IFTA は

世界中の各地で各年の 10 月または

11 月に継続的に年次大会を開催し

てきました。過去の年次大会の開催

地はつぎのとおりです。 

 

1988 年 日本、東京 

1989 年 英国、ロンドン 

1990 年 カナダ、モンテベロ 

1991 年 メキシコ、メキシコ・シティー 
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1992 年 アイルランド、ダブリン 

1993 年 米国、ニューヨーク 

1994 年 フランス、パリ 

1995 年 米国、サンフランシスコ 

1996 年 オランダ、アムステルダム 

1997 年 オーストラリア、シドニー 

1998 年 イタリア、ローマ 

1999 年 カナダ、ナイアガラ・オン・

ザ・レイク 

2000 年 ドイツ、マインツ 

2001 年 日本、東京 

2002 年 英国、ロンドン 

2003 年 米国、ワシントン DC 

2004 年 スペイン、マドリード 

2005 年 カナダ、バンクーバー 

2006 年 スイス、 ルガーノ 

2007 年 エジプト、 シャルム・エル・

シェイク 

2008 年 フランス、パリ 

2009 年 米国、シカゴ 

2010 年 ドイツ、ベルリン 

2011 年 ボスニア・ヘルツェゴビナ、

サラエボ 

2012 年 シンガポールで開催予定 

 

ホスト会員協会との緊密な協力に

より、IFTA は以下に関して責任を有

します。 

• 開催地、会場の選定 

• 契約交渉 

• ホテル手配 

• スポンサーシップ・パッケージン

グ、依頼、契約 

• プログラミング 

• 展示物管理 

• 特別イベントのコーディネート 

• 視聴覚プロダクション 

• 登録 

• マーケティング 

• 資金管理 

 

これにより、ホスト協会は大会の

会場、テーマ、プログラム、「特長」

の決定など、自身の得意分野で力

を発揮することができます。ホスト協

会は大会のビジョンを定義し、IFTA

はその実行を担います。ホスト協会

は大会実行のフル・パートナーであ

り、スキルと経験に応じて大きな役

割を果たすことができます。大会で

発生した収益の一部を受け取ること

ができる一方、経済的な負担はあり

ません。 

 

大会の主催をお考えの会員協会

の方は、「関心表明」を提出する前

に、IFTA 大会に参加した経験があ

り、そのスタンダード、形式、大会「コ

ミュニティー」について知っているこ

とが強く望まれます。 

 

次の大会のホストに選ばれた場

合、地元の大会委員長予定者を含

む協会代表者がその前年の大会に

出席することがほぼ義務付けられま

す。 

 

「関心表明」を提出する際には、

以下のガイドラインが役に立つでし

ょう。 

 

• 将来への提案に関して： 大会ホ

ストを希望する年（複数の候補を

挙げるのも可）。 

 

• 開催する都市と会場の提案。 

 

• 目安として、開催地は乗り入れ便

の多い国際空港からタクシーで 30

～45 分以内の場所にあること。 

 

• 大会会場はできるだけ代表者が

宿泊するのと同じホテル内にある

こと（あるいは、簡単に歩ける距離

であること）。 

 

• 会員数、活動など会員協会の詳

細、地元の大会議長候補者、予

想される地元大会委員会の構成

とメンバーの経験。 

 

• 9～11 月の気候。 

 

今後、「関心表明」が集まれば、

会員の皆様にも選考の状況がわか

るよう、候補となっている会員協会

を IFTA Update でお知らせするかも

しれません。 

 

決定の期限が近付いたら、IFTA

大会議長が協会と連絡を取り、以下

を含む追加の情報を入手します。 

• 以前に提供された情報の更新。 

• 開催したい大会のテーマ。 

• 大会会場以外の場所で行うイベ

ントに関するアイデア。 

• 大会と並行して行われる配偶者/

パートナーのためのイベントの

アイデア。 

• 大会に招聘したいスピーカーの

リ ス ト （ す で に 考 え が ある 場

合）。 

• 地元スポンサー候補の名称。 

• 提案の評価のために重要と考え

られるその他の情報。 

 

提案は 2012 年 6 月 15 日までに

IFTA Administration の Linda 

Bernetich 宛、admin@ifta.org まで

提出してください。 

 

 

ご不明な点などありましたら、上

記 Linda Bernetich までご連絡くだ

さい。電話でのディスカッションを

アレンジ致します。 

IFTAUPDATE 2012年 第 19巻 第 1号 
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投 稿 の お 願 い   2013 年度 IFTA ジャーナル 

 

IFTA ジャーナルは、国際テクニ

カルアナリスト連盟が発刊した優

れた年刊物です。IFTA 個人会員

からなる委員会において編集して

います。IFTA ジャーナルは、あら

ゆる領域で活躍するテクニカル分

析の学者、学習者、実務家にとっ

て必須の読みものです。テクニカ

ル分析に関心を持つすべての人

にとって、豊かな内容を持つ優れ

た情報源です。 

信頼と認知                
IFTA ジャーナルは、グローバル

な市場におけるテクニカル分析の

発展を題材として扱う唯一のテク

ニカル分析の国際誌であり、全大

陸からオリジナルの原稿が寄せら

れています。本誌は、世界中の一

線級の実務家や研究者が手にし

ます。 

 

書籍の形式に製本されている

IFTA ジャーナルは、メジャーな専

門資料です。本誌が IFTA のウェ

ブサイトでオンライン出版される

と、お寄せいただいたオリジナル

原稿が、将来の情報資源としてテ

クニカルアナリストのグローバル・

コミュニティーに届くことになりま

す。2013 年度版は 10,000 部が出

版され、全世界に配布されます。 

 

トピック                   
IFTA では、テクニカル分析の分

野に直接または間接的に影響を

与える出来事を紹介する原稿を

募集しています。例えば、次のよ

うな分野が対象です。 

 

• 基本的な市場分析手法 

• 指標―センチメント、出来高分

析、モメンタム、その他 

• グローバルおよびイントラグロー

バルなテクニカルアナリスト 

• テクニカルアナリストのスタイル 

• データ 

• 投資の世界におけるテクニカル

アナリストの役割変化 

 

特に、以前検討された例のない

分野を対象とする寄稿やテクニカ

ル分析に付随するトピックを募集

しています。 

 

上記リストは指針に過ぎず、決

してこれらに限定されません。テク

ニカルアナリストのあらゆる領域

およびそれと関連する分野から、

新しく画期的なアイデアを取り込

むことのできるジャーナルにした

いと願っております。 

 

 

 

寄稿の方法                 
登録および寄稿は www.ifta.org

から、または編集者のレジーナ・

ミー二 rjcmeani@idx.com.au まで

E メールでお願いします。 

 

 

言語                     
原稿は必ずイギリス英語でお

願いします。 

 

 

文体                     
論文スタイルでお願いします。

下記のリンクを参考にしてくださ

い。 

 

参照先                   
原稿で言及する文献はすべ

て、文献目録と後注で出典先を

適切に示してください（脚注は不

可）。 

 

 

下記の指針に従ってください。 

http://www.cse.unsw.edu.au/~ger

not/style-guide.html%20 

 

参照文献と引用の正確を期す

ることは、著者の責任です。 

 

参照文献と引用については、提

出前に著者が十分にチェックしてく

ださい。 

 

参照文献はすべて後注としてく

ださい。 

 

参照文献または文献目録を別

途のリストとして提出しないでくだ

さい。 

 

 

図、チャート、表            
イラストとチャートには、通し番

号（Figure xx）を付け、出典（引用

の場合）を記してください。 

表には表番号（Table xx）を付

け、出典を記してください。 

 

 

原稿の長さ                
原稿は約 1,200～3,000 ワードの

本文に裏付けとなるグラフやチャ

ートを添えてください。 

 
 

 

形式                    
MS ワードまたはその他のテキ

スト形式でお願いします。 

PDF 形式は不可です。チャートと

グラフは gif または jpeg 形式でも

構いませんが、印刷用として必要

となる場合が考えられますので、

tif 形式でも保存しておかれるよう

にお願いします。原稿を裏付ける

ために Excel のスプレッドシートを

添えていただいても結構です。 

 

 

http://www.ifta.org/
http://www.ifta.org/
mailto:rjcmeani@idx.com.au
http://www.cse.unsw.edu.au/~gernot/style-guide.html
http://www.cse.unsw.edu.au/~gernot/style-guide.html
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編集スケジュール           

 
1 月 1 日  「論文募集」を配布 

 

5 月 31 日  すべての原稿の締 

     切 

 

5 月 31 日  査読のために配布 

 

7 月 31 日  査読者からのコメ 

ントが編集者に 

 

8 月 17 日  採否の通知 

 

8 月 31 日  印刷原稿の提出 

 

2012 年 10 月 印刷版の出版、 

世界中に配布 

 

2012 年 12 月 ウェブ出版 

 

詳細については

http://www.ifta.org/publications/j

ournal/ 

を参照してください。 

 

 

 

ライセンスおよび著作権     

 
原稿は本ページ下にある『出版

契約』の著者署名とともに提出し

てください（『出版契約』をご覧くだ

さい）。 

 

ウェブサイトで出版する場合が

あります。 

他のライセンスの言及がない場

合、提出いただいた原稿は本ライ

センスの対象となります。 

 

原稿の選定                

 
原稿は、内容に基づいて IFTA

ジャーナル編集委員会が選定し

ます。 

 

 

 

すべての原稿を採用することは

できませんので、あらかじめご了

承ください。原稿の数と質、および

編集者の裁量によっては、選定結

果を交渉にて変更できない場合

がございます。 

 

報酬                      

 
国際テクニカルアナリスト連盟

はボランティアによって組織、 

運営され、会員協会によって支え

られています。原稿料をお支払い

することはできません。どうかご理

解賜りますようお願い申し上げま

す。 

 

質問                     

 
詳 細 に つ い て は 、

journal@ifta.org.までお問い 

合わせください。 

 

出  版  契  約 
 

以下は、著者（および共著者） 

 

                                 

が執筆した原稿 

 

                                 

について、著者（および共著者）と国際テクニカルアナ

リスト連盟の間で締結される契約である。 

 

著者の権利付与 

著者（および共著者）は出版者に当該著作の排他的

最優先出版権を付与し、また、その他の方法で、著作

権が有効な期間、あらゆる媒体を使用して、あらゆる

言語で、世界中で当該著作を使用する非排他的ライセ

ンスを付与する。 

 

出版者は当該原稿を IFTA ジャーナルに発表すること

に同意する。 

 

出版者は原稿に、「著作権は（著者（および共著者）の

氏名）に帰属します」との表記を含めるものとする。原

稿の読者は、著作権所有者の許可を得ずに複製を作

成することができる。ただし、複製に著者と出版者の名

前が明記され、複製が非営利の教育目的に使用され

る場合に限る。 

 

 

 

 

著者（および共著者）に帰属する著作権の所有権 

原稿の著作権は、引き続き著者（および共著者）に帰

属する。 

 

原作者の保証 

著者（および共著者）は出版者に対し、原稿がオリジ

ナルであり、自身が単独の著者（および共著者）であり、

本契約を結ぶ全権を有することを保証する。著者（およ

び共著者）は、当該保証の一切に関して、一切の申し立

てまたは訴訟の最終判決後に、出版者に対し、損失お

よびその他の経費のすべてを補償する。かかる経費に

は、妥当な弁護士費用が含まれる。 

 

著者（および共著者）名 

 

                                 

著者（および共著者）署名     日付 

 

                                 

 

承諾いただけましたら、『出版契約』の必要事項をす

べてご記入の上、ファクスまたは E メールにて下記まで

ご送信ください。 IFTA Headquarters、（ファクス）  +1 

301-990-9771 または（E メール） admin@ifta.org 

 

 

http://www.ifta.org/publications/journal/
http://www.ifta.org/publications/journal/
mailto:journal@ifta.org
mailto:admin@ifta.org
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編集および読者層のプロフィール 

 

年に一度刊行されるIFTAジャーナ

ルには、金融および商品市場のテ

クニカル分析に関連する広範囲に

わたるトピックをカバーする論文や

記事が掲載されます。 

内容は十分な裏付けを持つ独創的

なものばかりです。ジャーナルは、

IFTA会員や関係者にテクニカル分

析の継続教育を提供することを目

的としています。幅広い内容の論説

は、テクニカル分析の最新情報や

優れた研究を絶えず仕入れておく

ために役立ちます。 

 

IFTAジャーナルは、世界の金融界

で働く専門家やテクニカル分析に関

心を持つ人々を対象に刊行されて

いるテクニカル分析の国際誌として

は唯一のものです。 

購読者は、世界の金融界で働くア

ナリスト、ファンド・マネジャー、フィ

ナンシャル・ライター、その他の意

思決定者です。 

 

IFTAジャーナルは、毎年行われる

IFTA国際会議で7,000人以上の各

国代表団と会員に配布されている

主要な印刷物です。IFTAジャーナ

ルは、選ばれたミーティングやセミ

ナーで紹介・配布され、お客様のメ

ッセージをしっかりと広め、認知度

を高めます。 

 発行部数と読者層              

 

総発行部数  10,000部（約7,000部

が会費による） 

配信範囲    全世界 

対象読者層  法人所属のアナリス

ト、アカウント・マネ

ジャー、 

ファンド・マネジャ

ー、投資家、学生 

刊行予定   2012年秋 

 

編集委員会とスタッフ            

編集長：  Rolf Wetzer 

スタッフ：  Linda Bernetich 

電話: 

E メール: 

広告料  （価格は米ドル）       

所属組織                

 

その他               

 

全ページ 

2/3 ﾍﾟｰｼﾞ 

1/2 ﾍﾟｰｼﾞ 

1/3 ﾍﾟｰｼﾞ 

1/4 ﾍﾟｰｼﾞ 

裏表紙（表 4） 

インサイドバック（表 3） 

インサイドフロント（表 2） 

指定位置料金 

2012 年 5 月 31 日 

広告承認の方針             

広告の原稿はすべて書面で提出し、

IFTAの承認を受ける必要があります。

差別的な広告は掲載できません。ま

た、すべての適用法令に準拠する必

要があります。IFTAは自身の裁量で広

告の謝絶、回収、複写／編集を行う権

利を留保します。間違いを避けるため

に細心の注意を払いますが、事務上

の手違いや印刷業者の間違いについ

ては責任を負いません。 

 お支払い 

お支払いは必ず、小切手、クレジット

カード（Visa、MasterCard）または電信

送金でお願いします。銀行口座の情

報は、要請に応じてお知らせします。 

 
解約と変更 

ご注文を確認する受け取り通知を 

お送りします。お申し込みの広告と日

程が正しいことをご確認いただく必要

があります。変更、キャンセル、また

は訂正については、提出締切日より

も前に、書面で、ファクス、電子メー

ル、または郵便にてIFTAまでお知ら

せください。 

 ご注文、資料、お支払い        

 ご注文、資料、お支払い、お問い合

わせ／ご連絡は、上記のIFTAの連

絡先までお願いいたします。 

 

主な規格                  

全ページ広告の判型=215×280mm

（8.5×11インチ）解像度300dpiの

JPEG、Tiff、EPS、またはPDFファイル

で受け付け可能です。 

印刷                     

完全製本のジャーナル/書籍形式、

215×280mm（8.5×11インチ）、80#グ

ロスウェイト。表紙には湿式コーティ

ング（クリアウォーターベースのコー

ティング。ツヤ仕上げによって保護が

強化され、ジャーナルも印刷される

広告も見栄えがよくなります。） 

 

IFTAジャーナルの広告における原則 

 

IFTA編集委員会が合同で策定したこ

の原則は、最高の広告倫理基準を確

実に守るために、また、IFTAの印刷と

電子出版に掲載する広告の製品とサ

ービスの適格性を判断するために、

国際テクニカル・アナリスト連（IFTA）

が適用するものです。 

 

方針としてIFTAは、広告掲載がIFTA

の使命または目的の妨害にならない

場合に、自身の出版物内の広告スペ

ースを販売します。 

 

IFTAの出版物における広告の体裁

は、IFTAが保証するものでも承認す

るものでもありません。 

 

2012 年号の投稿締切日         



 
 

IFTA会員協会 理 事 会 

IFTA UPDATE 刊行予定 
『IFTA UPDATE』は国際テクニカルアナリスト連盟が年4 回刊行する電子版のニ

ューズレターで、世界中の7,000 人以上のIFTA 会員に配布されています。

『IFTA UPDATE』は、IFTA の会員協会や個人会員とのコミュニケーションを図る

のに効率的で費用効果に優れた手段です。 

刊 行 予 定                                         

夏号 （広告提出締め切り 2012年  6月1日） 

秋号 （広告提出締め切り 2012年  9月1日） 

冬号 （広告提出締め切り 2012年 12月1日） 

春号 （広告提出締め切り 2013年  3月1日） 

詳細及び広告掲載は、IFTA ウェブサイト

http://www.ifta.org/publications/newsletter/をご覧ください。 
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